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観
察
と
所
見 

  

目
録
（
巻
子
）
は
古
い
桐
箱
入
り 

 

 

箱
の
蓋
の
表
に
墨
書
あ
り 

  

「
北
辰
一
刀
流
長
刀
兵
法 

 
目
録
」 

  

そ
の
筆
跡
は
目
録
本
体
の
冒
頭
の
筆
跡
と
酷
似
し

て
い
る
の
で
筆
者
は
同
一
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て

高
い
。
江
戸
の
道
場
で
書
か
れ
た
当
初
の
箱
の
ま
ま

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。（
筆
者
は
千
葉
定
吉
か
）
箱

の
裏
側
や
蓋
裏
な
ど
に
他
の
墨
書
は
見
ら
れ
な
い
。

箱
本
体
の
両
側
面
に
は
蓋
を
固
定
す
る
た
め
の
紐
を

留
め
る
坐
金
具
が
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
見
ら
れ
る

草
色
の
真
田
紐
は
現
在
で
は
切
れ
か
け
て
い
る
。
箱

本
体
の
小
口
に
横
長
の
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て
い
た
痕
跡

が
あ
る
が
、
は
が
れ
て
い
て
何
と
書
い
て
い
た
か
は

不
明
。 

  

本
体
は
巻
子 

  

巻
子
の
軸
頭
は
六
角
形
の
水
晶
製
。
軸
元
の
部
分

は
金
箔
貼
。
紙
の
縁
も
金
地
。
巻
子
の
外
装
は
白
地

に
紺
色
で
二
重
蔓
の
牡
丹
唐
草
文
の
表
さ
れ
た
金
襴

手
風
の
布
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。（
外
装
の
布
は
他
の

剣
術
目
録
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
）
巻
子
の
紙
背

面
は
金
箔
散
し
。
紙
も
厚
手
で
密
度
の
高
い
上
質
な

も
の
。
巻
子
外
面
に
は
外
題
（
題
名
）
は
無
い
。
外

装
の
端
部
は
内
部
に
細
い
金
属
の
板
が
仕
込
ま
れ
て

い
る
。
巻
紐
は
現
在
無
く
、
あ
っ
た
形
跡
も
無
い
。

外
装
の
内
側
（
見
返
し
）
部
分
は
紙
に
金
地
（
金
箔
）

を
押
し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
七
星
の
図
像
が
あ
る
。 

  

見
返
し
の
「
七
星
の
図
像
」
に
つ
い
て 

  

見
返
し
に
表
さ
れ
て
い
る
七
星
の
図
は
一
見
そ
う

に
は
見
え
な
い
が
北
斗
七
星
を
表
し
て
い
る
。 

 

金
地
に
青
色
の
七
つ
の
丸
い
し
る
し
（
●
）
が
配

さ
れ
た
も
の
で
中
心
に
ひ
と
つ
、
そ
の
周
り
に
六
つ

の
●
が
均
等
に
配
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
墨
線
で
繋
が

れ
、
全
体
が
渦
巻
状
を
呈
し
て
い
る
。
●
は
星
の
こ

と
。
こ
の
渦
巻
き
配
置
の
七
つ
の
星
は
北
斗
七
星
で

良
い
。
そ
の
証
拠
は
渦
巻
き
の
最
後
、
左
下
の
星
で

あ
る
。
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
尻
尾
の
よ
う
な
も
の
が

星
か
ら
生
え
て
い
る
。
そ
れ
は
剣
先
の
形
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
星
こ
そ
「
揺
光
」、
別
名
「
破
軍

星
」、す
な
わ
ち
北
斗
七
星
の
柄
の
先
端
に
あ
た
る
星

で
あ
る
。 

「
破
軍
星
」（
は
ぐ
ん
し
ょ
う
）
と
は
古
代
の
中
国
で

「
そ
の
星
に
向
か
っ
て
戦
え
ば
必
ず
敗
れ
、
そ
の
星

を
背
に
戦
え
ば
必
ず
勝
つ
」
と
伝
え
ら
れ
た
勝
負
の

星
で
あ
る
。
古
い
星
座
図
に
も
破
軍
剣
先
の
図
像
が

描
か
れ
る
。
平
安
時
代
後
期
か
ら
千
葉
氏
（
関
東
の

武
士
団
の
雄
）
が
信
仰
し
た
妙
見
菩
薩
は
北
辰
（
北

極
星
）
の
仏
で
あ
る
。
こ
の
目
録
冒
頭
に
あ
ら
わ
さ

れ
た
こ
の
七
星
の
図
像
（
七
星
紋
・
あ
る
い
は
七
曜

紋
。
技
の
名
前
に
「
七
曜
剣
」
と
あ
る
の
で
こ
の
図

も
七
曜
紋
と
す
べ
き
か
）
す
な
わ
ち
北
斗
七
星
の
図

像
は
千
葉
周
作
が
開
祖
で
あ
る
北
辰
一
刀
流
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
と
い
え
る
（
ち
な
み
に
千
葉
家
の
家
紋

は
三
日
月
に
星
の
い
わ
ゆ
る
月
星
紋
で
あ
り
、
こ
れ

と
は
異
な
る
）。 

調
べ
れ
ば
千
葉
周
作
の
剣
術
極
意
の
歌
に
も
破
軍

星
は
出
て
く
る
。
意
味
は
分
か
り
づ
ら
い
が
「
我
が

躰
は
破
軍
の
星
の
か
た
ち
に
て
敵
す
る
方
に
ま
わ
す

剣
先
」（
後
述
の
千
葉
周
作
が
清
河
八
郎
に
出
し
た
免

状
に
そ
の
歌
（
道
歌
）
が
書
か
れ
て
い
る
）。 

剣
術
の
実
際
の
指
導
で
は
不
明
だ
が
、
千
葉
家
伝

来
の
北
辰
妙
見
菩
薩
へ
の
信
仰
が
見
返
し
の
七
曜
紋

や
こ
の
よ
う
な
道
歌
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。 こ

の
よ
う
な
七
曜
紋
を
も
つ
目
録
の
類
品
が
複
数

確
認
さ
れ
る
。 

ま
ず
山
形
県
の
清
河
八
郎
記
念
館
が
所
蔵
す
る
清

河
八
郎
の
も
の
二
巻
。 

「
北
辰
一
刀
流
兵
法
箇
条
目
録
」
一
巻 

こ
れ
は
嘉
永
五
年
二
月
に
千
葉
周
作
が
齋
藤
元
司

（
清
河
の
本
名
）
に
出
し
た
も
の
で
、
見
返
し
の
部
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分
に
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
渦
巻
状
の
七
曜
紋
が
表

さ
れ
て
い
る
。
破
軍
星
の
剣
先
も
同
じ
デ
ザ
イ
ン
。

た
だ
し
星
の
色
は
赤
色
で
あ
り
龍
馬
の
目
録
の
青
色

と
は
色
だ
け
が
全
く
違
う
。 

「
北
辰
一
刀
流
兵
法
免
許
」
一
巻 

こ
れ
は
万
延
元
年
八
月
に
千
葉
栄
次
郎
・
道
三
郎

兄
弟
（
千
葉
周
作
の
次
男
三
男
、
周
作
は
安
政
二
年

没
）
が
清
川
八
郎
（
清
河
八
郎
）
に
出
し
た
も
の
。

見
返
し
に
は
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
七
曜
紋
が
あ
る
。
星

の
色
は
こ
ち
ら
は
青
色
。
破
軍
星
の
剣
先
は
見
え
づ

ら
い
。 

そ
の
他
、
写
真
コ
ピ
ー
が
残
る
だ
け
だ
が
、
鳥
取

県
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る「
北
辰
一
刀
流
兵
法
目
録
」

元
治
元
年
三
月
に
千
葉
定
吉
が
平
野
告
之
丞
（
鳥
取

藩
関
係
者
か
）
に
出
し
た
も
の
の
見
返
し
に
も
龍
馬

の
も
の
と
全
く
同
じ
七
曜
紋（
破
軍
星
に
剣
先
付
き
）

が
表
現
さ
れ
て
い
る
（
モ
ノ
ク
ロ
コ
ピ
ー
の
た
め
に

星
の
色
は
不
明
）。 

こ
の
七
つ
星
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
七
曜
紋
」
は
北

辰
一
刀
流
の
「
北
辰
」
の
象
徴
で
あ
り
、
目
録
が
千

葉
家
の
発
行
し
た
正
式
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す

証
拠
と
見
て
よ
い
。 

（
こ
の
七
曜
紋
に
つ
い
て
は
今
後
も
研
究
発
展
の
余

地
が
あ
る
よ
う
だ
） 

  

サ
イ
ズ
・
材
質 

  

巻
子
の
紙
面
の
縦
は
一
七
・
九
㎝
。
全
長
は
見
返

し
も
含
め 

約
二
七
○
㎝
（
皺
が
厳
し
い
た
め
に
引

き
伸
ば
せ
な
い
の
で
「
約
」
と
な
る
） 

紙
は
厚
手
で
上
質
だ
が
、
現
状
で
は
全
体
に
縦
折

れ
が
甚
だ
し
く
見
苦
し
い
。
ま
た
長
期
間
広
げ
て
い

た
ら
し
く
茶
色
に
変
色
し
て
い
る
（
巻
軸
に
近
い
部

分
が
白
い
理
由
は
そ
こ
を
広
げ
て
い
な
か
っ
た
た
め

で
あ
ろ
う
）。文
字
を
記
し
た
部
分
は
金
線
で
罫
線
が

引
か
れ
て
い
る
。 

 

 

技
の
科
目
に
つ
い
て 

「
北
辰
一
刀
流
長
刀
兵
法
目
録
」
に
つ
づ
い
て
は

長
刀
の
技
の
型
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
技
の
内
容
は
実
践
に
よ
る
も
の
で
あ
り
説
明
は
難

し
い
。
な
か
に
は
「
草
摺
落
」
や
「
鞆
砕
」
な
ど
技

ら
し
い
名
前
も
あ
る
が
「
水
玉
」
や
「
黒
龍
」
な
ど

聞
い
た
だ
け
で
は
想
像
で
き
な
い
名
前
が
多
い
。 

茨
城
県
在
住
で
北
辰
一
刀
流
を
学
ん
で
お
ら
れ
る

方
（
黒
澤
弘
樹
氏
）
か
ら
は
、「
水
玉
」
や
「
黒
龍
」

な
ど
は
一
般
的
な
一
刀
流
の
伝
書
に
は
出
て
こ
な
い

技
名
な
の
で
千
葉
家
家
伝
の
「
北
辰
夢
想
流
」
の
技

で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
の
教
示
を
い
た
だ
い
た
。 

 

歌
に
つ
い
て 

 「
浦
風
や
浪
の
あ
ら
き
に
寄
月
の 

 

あ
ま
た
に
見
え
て
烈
し
か
り
け
り
」 

 

千
葉
周
作
が
剣
術
の
要
諦
を
和
歌
の
よ
う
な
形
式

で
述
べ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。「
道
歌
」
と
も
呼
ば
れ

る
こ
の
歌
も
そ
の
よ
う
な
剣
術
心
得
の
も
の
で
、
海

水
面
に
写
る
月
影
が
波
に
砕
け
る
様
子
を
剣
術
対
戦

の
折
の
心
構
え
に
た
と
え
た
も
の
。 

前
記
の
黒
澤
氏
に
よ
る
と
「「
実
物
の
月
」
を
敵
に

喩
え
て
、
そ
れ
に
対
す
る
「
水
面
に
映
る
月
」（
我
）

は
、
剣
術
道
歌
に
お
い
て
、
無
心
の
う
ち
に
行
わ
れ

る
、
敵
へ
の
適
切
な
反
応
の
比
喩
表
現
と
し
て
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
」
と
い
う
。 

千
葉
周
作
が
入
門
初
心
者
に
与
え
た
道
歌
と
し
て 

「
気
は
は
や
く 

心
は
し
ず
か 

身
は
軽
く 

目
は
あ

き
ら
か
に 

業
は
烈
し
く
」
が
有
名
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
道
歌
は
複
数
の
剣
術
目
録
に
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
歌
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
い
る
。 

 

目
録
伝
授
の
記
載 

 

ほ
か
の
複
数
の
目
録
で
も
同
じ
よ
う
な
意
味
内
容

の
記
載
が
あ
る
。 

 

「（
貴
殿
・
龍
馬
殿
は
）
北
辰
一
刀
流
の
長
刀
兵
法
の

稽
古
に
執
心
浅
か
ら
ず
、
組
数
相
済
み
、
其
の
う
え
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勝
利
の
働
き
之
あ
る
に
依
り
て
家
流
始
め
の
書
で
あ

る
こ
の
一
巻
を
差
進
め
候
。
な
お
師
伝
を
疑
わ
ず
、

切
磋
琢
磨
を
以
て
必
勝
の
實
相
叶
う
こ
と
有
る
べ
く

候
。
よ
っ
て
件
の
如
し
。」 

  

多
数
の
剣
術
先
達
の
名
前 

  

流
派
の
祖
先
か
ら
北
辰
一
刀
流
の
成
立
・
現
在
ま

で
を
人
名
を
挙
げ
て
書
き
つ
ら
ね
た
も
の
。
こ
の
龍

馬
の
目
録
は
千
葉
家
の
北
辰
夢
想
流
の
伝
流
に
つ
い

て
比
較
的
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
（
ほ
か
の
目
録
で

は
こ
こ
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
）。 

  

千
葉
介
常
胤 

 

ま
ず
冒
頭
の
千
葉
之
介
常
胤
は
平
安
末
～
鎌
倉
初

期
の
武
将
。
千
葉
氏
中
興
の
祖
。
源
頼
朝
の
鎌
倉
幕

府
創
建
に
関
わ
っ
た
。
千
葉
氏
を
関
東
有
数
の
氏
族

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
人
物
。
千
葉
氏
は
名
前

の
下
に
「
胤
」
を
用
い
る
の
が
通
常
。
北
辰
一
刀
流

千
葉
氏
で
も
千
葉
重
太
郎
が
一
胤
を
名
乗
る
の
も
こ

の
千
葉
氏
の
先
祖
た
ち
か
ら
。 

  

十
一
代
目
と
は
千
葉
介
常
胤
か
ら
十
一
代
の
ち
の

陸
奥
国
に
移
っ
た
千
葉
氏
の
こ
と
か
。
家
伝
の
北
辰

夢
想
流
の
祖
千
葉
平
左
衛
門
か
ら
八
名
の
先
祖
が
書

か
れ
る
。千
葉
幸
右
衛
門
成
勝
が
周
作
・
定
吉
の
父
。

こ
の
部
分
が
詳
し
い
の
が
特
色
で
あ
る
。 

  

伊
藤
一
刀
斎 

 

桃
山
時
代
の
伝
説
の
剣
豪
。
一
刀
流
の
始
祖
。
こ

の
の
ち
一
刀
流
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
広
ま
る
。 

  

神
子
上
典
膳
（
小
野
忠
明
） 

 

こ
の
神
子
上
典
膳
も
剣
豪
。
伊
藤
一
刀
斎
の
流
儀

を
継
い
だ
。
桃
山
江
戸
初
期
に
活
躍
し
、
将
軍
秀
忠

の
剣
術
指
南
役
で
も
あ
っ
た
。小
野
忠
明
と
も
言
い
、

小
野
派
一
刀
流
の
祖
と
な
る
。 

  

千
葉
周
作 

 

北
辰
一
刀
流
の
開
祖
。
江
戸
時
代
後
期
の
剣
豪
。

寛
政
六
年
・
一
七
九
四
年
生
ま
れ
―
安
政
二
年
・
一

八
五
五
年
没
。
奥
州
粟
原
郡
（
現
宮
城
県
）
に
生
ま

れ
る
。
家
伝
の
北
辰
夢
想
流
と
小
野
派
一
刀
流
の
流

れ
を
汲
む
中
西
派
一
刀
流
（
師
は
浅
利
又
七
郎
。
中

西
道
場
で
も
学
ん
だ
）
を
統
合
し
て
文
政
年
間
に
北

辰
一
刀
流
を
確
立
し
た
。
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）

か
ら
は
神
田
お
玉
が
池
に
道
場
玄
武
館
を
移
し
拡
大

し
た
。
こ
の
道
場
は
合
理
的
な
指
導
法
に
よ
り
人
気

を
集
め
た
。
周
作
の
玄
武
館
は
神
道
無
念
流
の
練
兵

館
、
鏡
新
明
智
流
の
士
学
館
と
と
も
に
江
戸
の
三
大

道
場
と
呼
ば
れ
た
。
千
葉
周
作
は
身
長
六
尺
近
く
と

体
格
に
恵
ま
れ
腕
力
技
量
も
抜
群
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
教
育
者
と
し
て
も
名
高
く
、
門
弟
の
数
も
多
か

っ
た
。
幕
末
維
新
の
関
係
者
も
多
く
こ
の
道
場
で
剣

術
を
学
ん
だ
。
そ
の
代
表
が
清
河
八
郎
で
あ
る
。
こ

の
時
期
の
江
戸
の
剣
術
道
場
は
単
な
る
武
術
の
道
場

で
は
な
く
日
本
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
若
者
（
多

く
は
下
級
の
武
士
）
の
人
的
思
想
的
交
流
の
場
と
し

て
の
意
義
が
あ
り
、
の
ち
の
維
新
史
に
果
た
し
た
役

割
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

  

千
葉
定
吉 

 

こ
の
目
録
を
発
行
し
た
人
物
。千
葉
周
作
の
実
弟
。

千
葉
定
吉
は
桶
町
に
道
場
を
置
い
た
の
で
、
通
称
桶

町
千
葉
道
場
と
呼
ば
れ
る
。
現
在
の
東
京
駅
八
重
洲

口
の
前
あ
た
り
に
道
場
は
あ
っ
た
。
龍
馬
が
江
戸
に

修
行
に
立
っ
た
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
、
ペ
リ
ー

が
浦
賀
に
来
た
年
）
に
は
本
家
玄
武
館
で
は
千
葉
周

作
先
生
が
高
齢
で
あ
っ
た
。
た
め
に
玄
武
館
で
は
な

く
こ
の
桶
町
千
葉
へ
通
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
龍
馬
が

千
葉
定
吉
の
道
場
で
修
行
し
て
い
た
こ
と
を
こ
の
目

録
が
端
的
に
示
し
て
い
る
。
明
治
十
二
年
没
。 

  

千
葉
重
太
郎 

 

千
葉
定
吉
の
長
男
。
龍
馬
に
剣
を
教
え
た
実
質
上

の
先
生
。
鳥
取
藩
江
戸
藩
邸
に
出
仕
し
、
鳥
取
藩
士

と
し
て
も
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
明
治
十
年
代
半
ば

に
は
京
都
府
の
体
育
演
部
場
の
責
任
者
と
な
り
明
治

十
八
年
に
京
都
で
没
し
た
。
明
る
く
、
話
の
上
手
な
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江
戸
っ
子
。 

  

千
葉
佐
那 

 

千
葉
定
吉
の
娘
。
三
姉
妹
の
長
女
。
天
保
九
年
生

ま
れ
な
の
で
龍
馬
よ
り
三
歳
下
と
な
る
。
後
年
、
明

治
二
十
年
代
に
新
聞
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

て
「
私
は
坂
本
龍
馬
と
婚
約
し
て
い
た
」
と
話
す
。

こ
の
目
録
に
佐
那
・
里
幾
・
幾
久
の
三
姉
妹
の
名
前

が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、
目
録
の

性
格
が
「
長
刀
兵
法
」
と
あ
り
、
竹
刀
に
よ
る
剣
術

で
は
な
く
（
剣
術
の
場
合
は
た
だ
「
北
辰
一
刀
流
兵

法
目
録
」
と
な
る
）
長
刀
す
な
わ
ち
薙
刀
の
免
状
だ

か
ら
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
佐
那
は
龍
馬
の
手
紙

（
推
定
文
久
三
年
の
乙
女
宛
・
北
海
道
坂
本
龍
馬
記

念
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
「
十
四
歳
で
皆
伝
し
た
」
と
あ

る
の
で
若
く
し
て
長
刀
を
教
え
る
こ
と
が
出
来
た
ら

し
い
。
例
え
ば
こ
の
安
政
五
年
の
二
年
前
、
安
政
三

年
に
は
江
戸
広
尾
の
宇
和
島
藩
屋
敷
で
藩
主
伊
達
宗

城
の
義
妹
で
あ
る
政
姫
に
剣
術
（
長
刀
）
を
教
え
て

い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
政
姫
に
皆
伝

を
出
し
た
と
も
佐
那
は
語
っ
て
い
る
。
坂
本
龍
馬
の

「
長
刀
兵
法
目
録
」
に
長
刀
の
師
と
し
て
名
前
を
連

ね
る
実
質
的
な
資
格
は
あ
っ
た
と
み
て
良
い
。 

 

佐
那
の
妹
の
里
幾
・
幾
久
に
つ
い
て
は
情
報
が
乏

し
い
。
千
葉
佐
那
は
明
治
二
十
九
年
没
。 

  

目
録
を
書
い
た
の
は
千
葉
定
吉 

  

末
尾
前
の
朱
印
と
花
押
は
政
道
、
す
な
わ
ち
千
葉

定
吉
発
行
を
示
し
て
い
る
。
千
葉
定
吉
が
発
行
し
た

別
の
剣
術
免
状
の
写
し
（
写
真
コ
ピ
ー
）
が
鳥
取
県

立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
比
較
す

る
と
印
も
花
押
も
こ
の
龍
馬
の
目
録
と
一
致
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
目
録
も
記
載
ど
お
り

千
葉
定
吉
発
行
と
し
て
問
題
な
い
。 

「
政
道
」
の
筆
跡
は
定
吉
の
自
著
（
署
名
）
以
外
に

考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
「
政
道
」
の
特
徴
的
な
書
体

は
こ
の
目
録
全
体
に
統
一
的
で
あ
る
の
で
、
箱
書
き

か
ら
目
録
全
文
を
道
場
主
の
千
葉
定
吉
の
筆
に
な
る

も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

   

こ
の
目
録
の
意
義 

  

こ
の
目
録
は
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
な
が
ら
も
、
研

究
者
が
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

た
め
に
、
そ
の
内
容
を
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
、
実
物
に
あ
た
っ
て
あ

る
程
度
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
は
清
河

八
郎
の
剣
術
目
録
な
ど
類
似
の
目
録
と
の
比
較
検
討

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
目
録
が
間
違
い
な
く
千

葉
定
吉
が
龍
馬
に
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
安
政
年
間
の
坂
本
龍

馬
の
桶
町
千
葉
道
場
で
の
長
刀
修
行
の
成
果
を
明
確

に
示
す
資
料
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
検
証
さ
れ
た
の

で
あ
る
。 

 

龍
馬
の
剣
術
免
状
に
つ
い
て
は
最
近
高
知
県
立
坂

本
龍
馬
記
念
館
が
発
表
し
た
が
、
明
治
四
十
三
年
段

階
で
三
巻
の
「
秘
伝
」
が
坂
本
家
に
あ
っ
た
こ
と
を

坂
本
弥
太
郎
が
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
の
三
巻
と
は 

「
北
辰
一
刀
流
兵
法
箇
条
目
録
」 

「
北
辰
一
刀
流
兵
法
皆
伝
」 

「
北
辰
一
刀
流
長
刀
兵
法
皆
伝
」 

 

だ
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
四
年
段
階

の
弥
太
郎
の
記
載
で
は
「
千
葉
周
作
ヨ
リ
受
ケ
タ
ル

皆
伝
目
録
ハ
全
部
焼
失
セ
リ 

於
釧
路
市
」と
あ
る
。

最
後
の
「
北
辰
一
刀
流
長
刀
兵
法
皆
伝
」
が
大
正
二

年
十
二
月
の
釧
路
市
大
火
で
燃
え
た
と
す
る
な
ら
、

今
回
検
証
し
た
「
北
辰
一
刀
流
長
刀
兵
法
目
録
」
は

別
の
場
所
・
別
の
所
蔵
者
が
釧
路
以
外
で
保
管
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。（
皆
伝
と
目
録
を
同
一
の
も
の
と

み
て
、
何
ら
か
の
理
由
で
焼
け
な
か
っ
た
と
す
る
考

え
方
も
あ
り
う
る
が
、
現
状
は
不
明
と
す
る
し
か
な

い
よ
う
だ
） 

 

坂
本
弥
太
郎
氏
の
「
記
録
」
と
こ
の
「
目
録
」
が

今
年
に
な
っ
て
相
互
検
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
ま
っ
た
く
の
偶
然
で
は
あ
る
が
、
坂
本
龍
馬
の
剣

術
修
行
の
成
果
を
表
す
確
実
な
歴
史
資
料
と
し
て
今

後
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
龍
馬
が
桶
町
千
葉
道
場
の
人
々
と
深
く
関
わ
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っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
こ
の
目
録
の
人
名
記
載

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

で
は
坂
本
龍
馬
と
清
河
八
郎
以
外
に
比
較
す
る
こ

と
の
で
き
る
北
辰
一
刀
流
の
目
録
・
免
状
は
存
在
し

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
？
こ
れ
は
現
状
で
は
ま
だ
充
分

に
調
べ
を
尽
く
し
て
い
な
い
の
で
、
今
後
も
同
様
の

北
辰
一
刀
流
の
免
状
が
出
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
。

現
在
北
辰
一
刀
流
を
実
際
に
学
ん
で
お
ら
れ
る
黒
澤

氏
に
よ
れ
ば
、「
剣
術
が
廃
れ
て
百
年
以
上
に
な
る
の

で
、
子
孫
が
大
事
に
し
な
い
限
り
そ
の
価
値
が
分
か

ら
な
く
な
り
廃
棄
さ
れ
た
も
の
も
多
い
の
で
は
」
と

の
回
答
で
あ
っ
た
が
、「
き
ち
ん
と
ア
ン
テ
ナ
を
張
れ

ば
比
較
的
多
く
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
」
と
も
い
う

こ
と
だ
。龍
馬
と
清
河
八
郎
の
目
録
が
残
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
彼
ら
が
有
名
人
だ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

  

龍
馬
は
剣
が
強
か
っ
た
の
か
？ 

  

こ
の
「
北
辰
一
刀
流
長
刀
兵
法
目
録
」
を
仔
細
に

見
れ
ば
き
わ
め
て
丁
寧
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

時
間
も
材
料
費
も
か
か
っ
て
い
る
。
文
字
も
丁
寧
で

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
い
。
家
伝
の
北
辰
夢
想
流
の

先
祖
系
譜
も
き
ち
ん
と
書
い
て
い
る
。
残
さ
れ
た
数

少
な
い
北
辰
一
刀
流
目
録
の
中
で
も（
今
の
と
こ
ろ
）

こ
れ
が
一
番
上
質
に
見
え
る
。 

安
政
年
間
当
時
の
江
戸
で
勢
力
を
占
め
て
い
た
北

辰
一
刀
流
の
道
場
主
（
千
葉
定
吉
）
自
ら
が
筆
を
と

っ
て
書
い
た
こ
と
か
ら
も
、
簡
単
に
入
手
で
き
る
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
坂
本
龍
馬
が
高
知
へ
帰
れ
ば

「
北
辰
一
刀
流
」
の
看
板
を
掲
げ
て
道
場
が
開
け
る

レ
ベ
ル
だ
と
認
め
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
剣
術
や
長
刀
の

目
録
・
皆
伝
が
与
え
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。 

剣
術
こ
そ
は
真
に
実
力
主
義
で
あ
り
、
身
分
が
高

い
（
大
名
の
子
弟
）
と
か
、
金
銭
を
積
め
ば
（
商
人

の
息
子
と
か
）
な
ん
と
か
目
録
が
も
ら
え
る
よ
う
な

も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
竹
刀
で
立
ち
会
え
ば
す

ぐ
さ
ま
そ
の
実
力
が
明
白
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

仮
に
実
力
の
無
い
も
の
に
情
実
で
免
状
を
出
し
た

り
す
れ
ば
、
北
辰
一
刀
流
の
名
折
れ
と
な
り
、
他
流

派
か
ら
蔑
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

「
や
は
り
坂
本
龍
馬
は
強
か
っ
た
」が
結
論
で
よ
い
。 

  

平
成
二
十
七
年
十
一
月
五
日 

   

宮
川
禎
一
（
み
や
か
わ 

て
い
い
ち
） 

 

京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
列
品
管
理
室
長 

  
 

  
 

 
 

 
 

 
 

  
 


